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社会福祉事業 

Ⅰ 地域福祉事業 

１ 法人運営事業 担 当 企画総務係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

(1) 法人の組織運営 

法人の事業及び経営に透明性と組織基

盤の確立を図ります。 

  ①理事会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 法人の組織運営 

法人の使命・理念にもとづき、事業を適正かつ効果的

に実施するため、次の業務を行いました。 

 ①理事会(定数15名)の開催 

  ○第１回理事会（書面表決） 

   議案第１号 令和２年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会一般会計補正予算（第１号）の同意につ

いて 

議案第２号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会有

期契約職員就業規則の一部改正について 

議案第３号 令和元年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会一般会計収支決算の承認について 

議案第４号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会評

議員選任候補者の推薦について 

議案第５号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会評

議員選任・解任委員会委員の選任について 

議案第６号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会常

務理事の選定について 

  ○第２回理事会（出席理事15名、監事１名） 

   令和２年８月21日(金) 総合福祉センター 

   議案第７号 令和２年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会一般会計補正予算（第２号）の同意につ

いて 

   議案第８号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会副

会長の選定について 

   議案第９号 令和２年度第２回評議員会の開催につ

いて 

  ○第３回理事会(出席理事14名、監事１名) 

   令和３年１月20日(水) 総合福祉センター 

議案第10号 令和２年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会一般会計補正予算(第３号)の同意につい

て 
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②評議員会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第11号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会地

域福祉基金設置規程の廃止について 

   議案第12号 令和２年度第３回評議員会の開催につ

いて 

   報告第１号 会長及び常務理事の職務執行状況につ

いて 

○第４回理事会(出席理事11名、監事１名) 

   令和３年３月18日(木) 総合福祉センター 

   議案第13号 令和２年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会資金収支補正予算（第４号）の同意につ

いて 

   議案第14号 役員等賠償責任保険契約の締結につい

て 

   議案第15号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会日

高市ボランティア・市民活動支援センター設置規

程の制定について 

   議案第16号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会事

務局規程の一部改正について 

   議案第17号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会定

款変更について 

   議案第18号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会理

事・監事及び評議員選任規程の一部改正について 

   議案第19号 令和３年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会事業計画並びに資金収支予算の同意につ

いて 

   議案第20号 令和３年度第１回評議員会の開催につ

いて 

②評議員会(定数39名)の開催 

  ○第１回定時評議員会（書面表決） 

   議案第１号 令和２年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会一般会計補正予算（第１号）の承認につ

いて 

議案第２号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会有

期契約職員就業規則の一部改正について 

議案第３号 令和元年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会一般会計収支決算の承認について 
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③評議員選任・解任委員会 

 

 

④監査の実施 

 

 

議案第４号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会理

事の選任について 

  ○第２回評議員会（出席評議員27名） 

   令和２年９月25日(金) 総合福祉センター 

   議案第５号 令和２年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会一般会計補正予算（第２号）の承認につ

いて 

  〇第３回評議員会（出席評議員26名） 

   令和３年１月25日（月）総合福祉センター 

議案第６号 令和２年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会一般会計補正予算（第３号）の承認につ

いて 

議案第７号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会地

域福祉基金設置規程の廃止について 

○第４回評議員会(出席評議員24名) 

   令和３年３月24日(水) 総合福祉センター  

   議案第８号 令和２年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会資金収支補正予算（第４号）の承認につ

いて 

   議案第９号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会日

高市ボランティア・市民活動支援センター設置規

程の制定について 

   議案第10号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会事

務局規程の一部改正について 

   議案第11号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会定

款変更について 

   議案第12号 社会福祉法人日高市社会福祉協議会理

事、監事及び評議員選任規程の一部改正について 

   議案第13号 令和３年度社会福祉法人日高市社会福

祉協議会事業計画並びに一般会計収支予算の承認

について 

③評議員選任・解任委員会の開催 

   令和２年６月17日(水) 総合福祉センター 

    議題 評議員の選任について 

④監査の実施 

  ○令和元年度事業及び決算に関する監査 

   令和２年５月28日(木) 総合福祉センター 
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⑤三役会議の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤三役会議 

会の重要事項等の審議のため三役（会長・副会長・常

務理事）による会議を開催しました。 

○第１回 令和２年４月23日(木) 総合福祉センター 

   協議事項 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影

響について 

        ①対応状況について（報告） 

         ア 緊急小口資金等の貸付相談対応状

況について 

         イ 地域福祉事業関連について 

         ウ こまのさと作業所の対応について 

          エ 総合福祉センター運営管理につい                 

て 

         オ 職員の勤務体制等について 

        ②年間計画の概要について（説明） 

        ③今後の対応について（協議）  

   報告事項 寄付の受入状況について(以下毎月) 

○第２回 令和２年５月19日(火) 総合福祉センター 

協議事項 ①第１回理事会・第１回定時評議員会議

案について 

   報告事項 ①新型コロナウイルス感染症感染拡大防

止への対応について 

○第３回 令和２年６月24日(水) 総合福祉センター 

協議事項 ①組織体制の見直しについて 

     ②令和２年度実施予定事業の見直しにつ

いて 

     ③令和２年度重点事業、新規事業につい  

      て 

○第４回 令和２年７月16日(木) 総合福祉センター 

   協議事項 ①災害に備えた取組の現状と課題につい  

         て 

報告事項 ①彩の国ボランティア体験プログラム事

業について 

○第５回 令和２年８月21日(金) 総合福祉センター 

   協議事項 ①令和２年度第２回理事会議案について 

②第34回日高市社会福祉大会の開催につ

いて 
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○第６回 令和２年９月25日(金) 総合福祉センター 

   協議事項 ①社会福祉協議会事業実施体制について 

②令和２年度第34回日高市社会福祉大会

表彰候補者について 

   報告事項 ①令和２年度・第７回地域福祉フォーラ

ムについて 

        ②日高市地域支え合い体制整備運営事業

地域福祉連絡会について 

        ③高麗地区での地域おたすけ隊設立に向

けた取組について 

○第７回 令和２年10月23日(金)総合福祉センター 

   協議事項 ①第34回日高市社会福祉大会について 

   報告事項 ①埼玉県社会福祉大会受賞者について 

        ②令和２年度社協会員会費実績について 

  ○第８回  令和２年11月12日(木) 総合福祉センター 

    協議事項  ①第34回日高市社会福祉大会プログラム

（案）について 

      報告事項 ①福祉のまちづくり活動助成金について 

○第９回  令和２年12月23日(水) 総合福祉センター   

   報告事項  ①第３回理事会・評議員会議案について 

        ②事務局組織の見直しについて 

        ③職員採用について 

        ④ひだかボランティア・市民活動支援セ

ンター（仮称）について 

    ○第10回 令和３年１月20日(水) 総合福祉センター 

協議事項  なし 

○第11回 令和３年２月18日(木) 総合福祉センター 

   協議事項 ①令和３年度社会福祉協議会事業計画の

要点について 

        ②職員採用について 

○第12回 令和３年３月５日(金) 総合福祉センター 

    協議事項 ①理事・評議員定数並びに選任規程の改

正について  

        ②第４回理事会・第４回評議員会提出議

案について 

 

 



令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

⑥財源確保の促進 

ア 区・自治会、事業所等の協力を得

て会員を募集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 不要な入れ歯や使われないアクセ

サリーの回収を行います。 

 

 

⑦研修事業の実施 

 組織力を高め、資質向上のための職員

研修を行います。 

 

  

⑧その他 

  ア 日高市手作り凧揚げ大会等の事業

への後援を行います。 

イ 埼玉県「多様な働き方実践企業」 

   の認定を受け、女性職員が働きやす 

   い環境を整えます。 

ウ 特定個人情報（マイナンバー）の 

   保護に関する規定を順守し、適正な 

   対応ができる体制整備に努めます。 

エ 組織情報管理運用体制の強化及び 

   労働環境改善に向け、新たな人事給 

   与システムの導入を進めます。 

【新規】 

 

 

 

 

⑥財源確保の促進 

   ア 社協会員の加入促進 

     会員加入増強期間(７月～８月)を中心に、住民

への啓発を促進するとともに、福祉委員(区長)等

の協力を得て啓発に努めました。 

区 分（年額） 令和２年度実績額 対前年比 

  一般会員(500 円) 4,160,500 円 △310,000 円 

賛助会員(2,000 円) 178,000 円  △90,000 円 

特別会員(10,000 円) 70,000 円 △360,000 円 

合 計 4,408,500 円 △760,000 円 

 

イ 市役所及び総合福祉センターに設置された入れ歯

回収ボックスより回収を行い、43,947円となりまし

た。 

 

  ⑦職員研修は実施しませんでした。 

 

 ⑧その他 

ア 日高市手作り凧揚げ大会等、多くの事業が新型

コロナウイルス感染拡大の影響により中止とな

り、後援申請も例年より減少しましたが、全７事

業に対して後援しました。 

イ 育児休業を取得しました。（１名） 

ウ マイナンバーの保護に関する規定を順守し、適

正な管理運営を図りました。 

エ 新たな人事給与システム導入に向けて、業者を

選定し、運用方法及び使用方法の確認を行いなが

ら作業を進めることが出来ました。（現在継続中） 

 

【令和２年度の総括】 

 社協会員会費については、コロナ禍における事業所の状

況等を踏まえ、積極的な募集を控えました。運営財源確保

と併せ、法人運営コストの削減、事業の選択と集中などの

対応を進める必要があります。 

 また、職員のスキル向上を目的とした研修機会の設定や、

コミュニケーションの円滑化など、人材育成に関する対応

が不十分であり、課題となっています。 



２ 地域福祉推進事業 担 当 地域福祉係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

(1) 地域福祉活動促進事業 

学校区を住民主体地域活動圏域とし

て、コミュニティソーシャルワーカー及

び相談支援包括化推進員が、地域におけ

る体制構築を支援します。 

①コミュニティソーシャルワーカー 

（CSW）の配置 

 ②日高市地域支え合い体制整備運営事

業（市受託事業） 

  住民に身近な圏域において、地域住民

等が主体的に地域生活課題を把握し解

決を試みることができる環境の整備を

進めます。 

 ア モデル地域の選定 

 イ 地域福祉連絡会の開催支援 

 ウ 地域支え合いの取組を促進するた

めの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 地域福祉活動促進事業 

地域性を重視した取組を進めるため、CSWを配置し地域

からの相談や連絡調整等に対応しました。 

①CSWの配置 

 ・CSW １人（兼務による配置）※前年度比－２名 

 ②地域福祉連絡会の開催 

  ・モデル地区において地域福祉連絡会を開催 

ア 高根地区 

第２回：令和２年８月19日(木) 

(内容) 地域福祉推進組織について・地域支え合い

に関する住民アンケート結果の報告 

第３回：令和２年10月20日(火) 

(内容) 地域アセスメント結果報告・地域福祉推進

組織の機能と構成員について 

 第４回：令和２年12月16日(水) 

(内容) 地域福祉推進組織の機能と構成員について 

   イ 武蔵台地区 

第２回：令和２年８月26日(水) 

    (内容) 地域福祉推進組織について・地域支え合い

に関する住民アンケート結果の報告 

    第３回：令和２年 10月 28日(水) 

    (内容) 地域アセスメント結果報告・地域福祉推進

組織の機能と構成員について 

    第４回：令和２年 12月 23日(水) 

    (内容) 今後の説明「地域福祉推進組織=地区支え

合い協議会(仮称)について」 

③令和２年度「高齢社会フォーラム in東京」 

第７回日高市地域福祉フォーラムでの実績をもと 

に、職員が分科会への出席を依頼され、パネリストと

して登壇しました。 

・主 催 内閣府（後援：文部科学省、厚生労働省） 

・日 程 令和３年１月 18日(月) 

・方 法 無観客開催(YouTubeによる live配信) 

・テーマ 改めて考えよう。ウィズコロナをふまえた

高齢社会の未来像 



(2) 日高市地域支え合い事業 

  地域住民同士に支え合いの具体的な

取組のメニューとして地域に提案し、そ

の拡充を図るものです。 

  地域で「地域おたすけ隊」の説明会を

実施し、既実施地域の拡大、新規協力会

員の増加を促進します。 

①地域おたすけ隊運営支援 

  生活支援サービスの保険加入や通信

補助等運営支援を行います。 

 

 (2) 日高市地域支え合い事業 

   援助を必要とする高齢者等を元気な高齢者等が支援す

ることにより、生きがいづくりや介護予防を進めるとと

もに、地域商品券を発行し、地域の商業振興等を図るこ

とを目的に実施しました。 

 

 

① 地域おたすけ隊運営支援 

ア 運営支援(業務委託) 

住民相互の有償によるサービス提供を図るため、地

域おたすけ隊の設置及び運営を地区ボランティア等

に委託して実施しました。 

 【運営委託先】（委託による事業開始年月日） 

  ・こま武蔵台福祉ネット（平成23年１月31日） 

  ・日高団地自治会   （平成23年１月31日） 

  ・たかね地域おたすけ隊（平成25年10月１日） 

  ・原宿地域おたすけ隊 （平成29年10月１日） 

【活動実績】 

区 分 令和２年度 対前年比 

利用件数 １，８６６件 △１，１９９件 

利用時間数 ２,４４４．５時間 △１，６６５時間 

※運転付添時間 １,５３６．５時間 △１，０４３時間 

利用者登録数 ８１８人 ２０人 

ボランティア数 １４４人 ９人 

地域支え合い協力店舗 ９８店舗 1 店舗 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、緊急

事態宣言が発令された令和２年４月～５月末までの間、地

域おたすけ隊に対して活動自粛を要請しました。緊急事態

宣言解除後も状況に合わせ、屋内での作業は自粛を要請し

ました。 

【コーディネーター会議】 

活動推進上の留意点等の確認及び情報共有を目的に実

施しました。 

・第１回 令和２年７月９日(木) 

・第２回～第４回：新型コロナウイルス感染症感染拡大

の影響により中止 

【付添移送活動の支援】 

地域おたすけ隊による運転を伴う付添活動を支援する 
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②地域支え合い協力店・地域商品券事  

 務 

 

 

③地域支え合いの財源確保の強化 

自動販売機の設置等による財源確保に

向けた取組を広く周知、強化します。 

 

 

 

 

 

 

(3) 福祉のまちづくり活動助成事業 

 区や自治会で取り組まれる地域福祉活

動等に助成金を交付し、住民同士の親睦

を深め、もって地域支え合いの機運を高

める取組を進めます。 

①福祉のまちづくり連絡会設置補助金 

福祉のまちづくり連絡会設置地区（市

内２地区）に補助金を交付し、地域福祉

の推進を支援します。 

②福祉のまちづくり活動助成金の交付 

区や自治会で取り組まれる敬老会やサ

ロン活動等の交流を目的とした行事や活

動に助成金を交付し、住民同士のつなが

りの維持向上を支援します。 

 

 

(4) 市民生活支援事業 

  (地域における公益的な取組) 

 ①福祉用具の貸出 

緊急かつ一時的に車いすやポータブル

トイレ等が必要となった場合に貸し出し

ます。 

 

ため、委託団体との間で社協所有車輌の運行管理業務を

委任し、活動に使用する車輌を提供することで活動を支

援しました。また、活動者に安心して支援に参加してい

ただくため、移送支援者講習会参加者に対し受講料を補

助しました。 

②地域支え合い協力店・地域商品券事務 

地域商品券を発行、管理し、協力店等で利用できるよ

う拡大を図りました。 

 年間換金取扱金額 2,645,400円(前年比△614,200円) 

③地域支え合いの財源確保の強化 

 自動販売機（１台）を設置し、財源の確保に努めまし

た。設置個所の拡大が課題です。 

 

(3) 福祉のまちづくり活動助成事業 

①福祉のまちづくり連絡会設置補助金 

身近な地域における組織的なたすけあい活動を促進す

るため、福祉のまちづくり連絡会の運営を支援しました。 

  ・こま武蔵台福祉のまちづくり連絡会 

  ・宮前福祉のまちづくり連絡会 

②福祉のまちづくり活動助成金の交付 

区・自治会を範囲とする地域福祉活動の振興等を目的

に助成金を交付しました。 

   【助成実績一覧】 

内訳 令和２年度 前年比 

助成決定件数 20 件 △51 件 

助成金交付総額 344,500 円 △840,200 円 

特別助成件数(円) 1 件(13,150 円) 1 件 

 

(4) 市民生活支援事業(地域における公益的取組) 

①福祉用具の貸出 

社協会員支援として、緊急一時的に福祉用具が必要と

なった人へ貸出しました。 

②レクリエーション・視聴覚機材の貸出 
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②レクリエーション・視聴覚機材の貸出 

地域での交流や学習をより効果的な

ものとするための機材を貸し出します。 

 

 ③福祉自動車等の貸出 

  障がい者や難病のかたなどの外出を 

支援するため、福祉自動車等の車輌を貸 

し出します。 

 

 

 

 

 

(5) 彩の国あんしんセーフティネット事 

業への協力 

埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進

協議会（事務局：埼玉県社会福祉協議会）

により実施される生活困窮者支援の一

環としての取り組みで、制度の狭間にあ

る問題への対応を進めます。また、取り

組みに協力するため、社会貢献活動会費

を拠出します。 

 

 

 

 

 

(6) 福祉教育・ボランティア学習支援事業 

①学校等における福祉教育プログラム

の支援 

  市内の学校で取り組まれる福祉をテ 

ーマとした学習について、プログラムの 

実施に向けた連絡調整等のほか、職員等 

を派遣してその取り組みを支援します。 

 

 

 

  

内訳 令和２年度 前年比 

福祉用具の貸出 ４５件 △７件 

その他視聴覚等機材の貸出 ２５件 △１２５件 

③福祉自動車等の貸出 

緊急一時的に福祉車両（車いすスロープ付き軽自動

車）を必要とする人に貸出を行いました。 

また、コミュニティ活動やボランティア活動の支援の

ため、所有車輌の貸出を行いました。 

内訳 令和２年度 前年比 

福祉車輌の貸出 ４２件 △１９件 

その他車両の貸出 １件 △１０件 

 

(5) 彩の国あんしんセーフティネット事業への協力 

生活困窮者自立相談支援事業の受託と併せ、生活困窮

者支援体制の充実を図るため、社会貢献活動費を拠出

し、現物給付等の支援を実施しました。 

【支援件数】            令和２年度 

支援の区分・件数 給付金額等 前年比 

医療費   ０件 ０円 △６，１５０円 

電気料金  ０件 ０円 △７，０９３円 

ガス料金  ０件 ０円 △１２，９７７円 

食糧支援  ０件 ０円 △７，０００円 

灯油料金  ０件 ０円 △１，８００円 

家賃    ０件 ０円 △５０，８４０円 

 ※支援実績はありませんでした。 

 

(6) 福祉教育・ボランティア学習支援事業 

 ①学校等における福祉教育プログラムの支援 

  新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、ボ 

ランティア協力者への協力依頼は実施せず、職員による 

プログラム支援を中心としました。 
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②家庭介護教室（市受託事業） 

介護について体験的に学習できる機

会を、専門学校や地域包括支援センター

と共同で企画、実施します。 

③社会福祉援助技術現場実習生の受入・ 

指導 

今後の社会福祉を担う人材養成を支 

援します。 

 

   【福祉教育プログラム支援の実績】 ※表中の人数は延べ人数 

学校名 

(学年) 
区分 令和２年度 前年比 

高 麗小 

協力者数 １人 △８人 

参加児童数 ９０人 ０人 

時間数 ２０５分 ０分 

高 根小 

協力者数  △５人 

参加児童数 依頼なし △４６人 

時間数  △１１０分 

高萩北小 

協力者数 ０人 ０人 

参加児童数 ２２０人 △４６人 

時間数 ２７０分 ９０分 

武蔵台小 

協力者数 １人 △１９人 

参加児童数 １０７人 △２１人 

時間数 ２４０分 △８０分 

高麗川小 

協力者数  △１２人 

参加児童数 依頼なし △１４８人 

時間数  △１００分 

高 根中 

協力者数  △２人 

参加児童数 依頼なし  △４２人 

時間数  △１３０分 

高麗川中 

協力者数  △８人 

参加児童数 依頼なし  △１５８人 

時間数  △１５０分 

ユリイカ 

協力者数  △１人 

参加児童数 依頼なし  △４人 

時間数  △８０分 

合 計 

協力者数 ２人 △５５人 

参加児童数 ４１７人 △４６５人 

時間数 ７１５分 △５６０分 

②家庭介護教室（市受託事業） 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止 

③社会福祉援助技術現場実習生の受入・指導 

【内容及び実績】受入大学名・学年・人数・期間 

・東京国際大学人間社会学部３年(１人) 

新型コロナウイルス感染拡大の影響から中止 

   ・文京学院大学人間学部３年(１人) 

    令和３年２月15日～３月２日  

８日間(62時間) 

【令和２年度の総括】 

 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、これ

までの地域福祉活動の推進が困難な状況が続きましたが、

様々な工夫のもと地域支援を継続し、先駆的な取組として

多方面から評価を得ることができました。 

 一方で、CSW の安定的な配置に向けた体制整備が課題で

す。 



３ ボランティアセンター活動事業 担 当 地域福祉係 
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(1) ボランティアセンター運営事業 

①ボランティアコーディネーターの

設置 

 ②ボランティア登録・保険加入支援 

 

 

 

 

 

 

 ③ボランティア活動支援 

生活支援に関するテーマに対応す

るため、次のボランティア活動の支援

に取組ます。 

 

(1) ボランティアセンター運営事業 

①ボランティアコーディネーターの設置 

 １名(兼務) 

 ②ボランティア登録・保険加入支援 

  【ボランティア登録状況】 

区 分 令和２年度 前年比 

個人 
一 般 ２４人 △３人 

災 害 ２人 △８人 

団体 
登録数 ９８団体 ５団体 

人 数 ２，２２４人 △１１８人 

③ボランティア活動支援 

ボランティアによる個別の生活支援を促進するため、

連絡調整等の活動支援を行いました。 

また、コロナ禍における有効な情報発信としてソーシ

ャルネットワーキングサービスである「Facebook」を導

入しました。併せて動画投稿サイト「YouTube」の活用を

進めました。 

〇Facebook 

 ・開 設 令和２年８月 21日(金) 

 ・登録者 管理アカウント 143人 

      ページアカウント 75人 

 ・投稿数 43回 

 ・視聴累計人数 2,606人 

 ・最大視聴人数  453 人(1 つの投稿に対する最大

視聴人数) 

〇YouTube 

 ・登録者 13人 

 ・投稿数 21回 

 ・視聴累計回数 1,017回 

 ・最大視聴回数  192 回(1 つの投稿に対する最大

視聴回数) 
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  ア 運転ボランティア活動支援 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 保育ボランティア活動支援 

  ウ 点字用具の整備 

  エ 声のおたより活動の支援 

  オ ガイドヘルプボランティア活

動支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③日高ボランティアネットの充実・登

録 

支援 

日高ボランティアネットの運営を

行い、活用及び周知を図るとともに、

ボランティア団体に対し登録説明会

を開催し継続的な登録支援を行いま

す。 

 

 

 ア 運転ボランティア活動支援 

進行性難病の当事者の会と、介護者の会の活動を支

援し、所属するかたの社会参加を図るため、運転ボラ

ンティアを紹介しました。 

  【運転ボランティア活動実績】 

区分 令和２年度 前年比 

活動件数 ４件 △３５件 

利用者数 ８人 △１０４人 

活動者数 ４人 △３５人 

イ 保育ボランティア活動支援 

子育て中の人がボランティア活動などの社会活動

に積極的に参加する機会を図るため、保育サポータ

ーグループ「ひだまりっ子」の活動支援を行いまし

たが、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響 

により依頼はありませんでした。 

【集団託児保育の活動実績】 

区分 令和２年度 前年比 

保育依頼回数 ０回 △１５回 

保育依頼人数(子の人数) ０人 △７８人 

延べ保育協力者数 ０人 △５３人 

  ウ・エ・オ 

点字用具の整備及び声のおたより活動の支援を通

じて、視覚障がいのある人への情報提供を促進しま

した。 

 ③日高ボランティアネットの充実・登録支援 

  新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、説

明会は中止しました。 

  ボラコの部屋ページを活用し、「みんなに元気を届ける

プロジェクト」を実施しました。 

 協力団体：10団体 

 ④コロナ禍におけるボランティア活動状況調査の実施 

・期 間 令和２年 12月１日～12月 28日 

・対 象 日高市ボランティアセンター登録ボランテ

ィア団体(98団体) 

  ・回答率 68％ 
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(2) ボランティア体験学習事業 

①彩の国ボランティア体験プログラ

ムの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 ②ワークキャンプ事業 

 

 ③災害ボランティアに関する活動支

援 

  ア 災害ボランティアセンター訓

練 

 

  イ 災害時の職員派遣 

 

④ボランティア講座 

ア ボランティア入門講座 

 

 

 イ 視覚障がい者ボランティア講

座 

 

 

 ウ 傾聴ボランティア養成講座 

  

  

 

 

 

  エ 介護アロマボランティア養成

講   

   座 

 

(2) ボランティア体験学習事業 

 ①彩の国ボランティア体験プログラムの実施 

ボランティア活動への参加のきっかけとするため、夏

休みにボランティア体験の機会を提供しました。 

【彩の国ボランティア体験プログラムの実績】 

区分 令和２年度 前年比 

体験プログラム数 １１メニュー △２１メニュー 

活動参加者数(実人数) １１４人 △１２人 

※うち学生参加者数 ７６人 △３４人 

説明動画再生数 ８５回  

②ワークキャンプ事業 

 実施しませんでした。 

③災害ボランティアに関する活動支援 

 ア 災害ボランティアセンター訓練 

   実施しませんでした。 

 イ 災害時の職員派遣 

   派遣はありませんでした。 

④ボランティア講座 

ア ボランティア入門講座 

  彩の国ボランティア体験プログラムにおける説明

動画を入門講座としました。 

イ 視覚障がい者ボランティア講座 

   新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響によ

り、実施しませんでした。 

ウ 傾聴ボランティア養成講座 

 ・期  間 令和２年11月10日(火)・11月12日(木) 

 ・参加者 10人 

 ・講  師 澤村直樹氏(アクティヴリッスン代表) 

  ・方 法 会場受講 

  ・内  容 傾聴の技法と活動について 

エ 介護アロマボランティア養成講座 

   ・期 間 令和２年８月25日(火) 

   ・参加者 17人 

   ・講 師 大塚真理氏(アロマ講師) 

   ・方 法 オンラインとパブリックビューイング 

   ・内 容 アロマによる認知症予防について 他 
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  オ 朗読ボランティア養成講座 

 

 

 

 

 

 

  カ 保育サポーター養成講座 

 

 

 

(3) 手話奉仕員養成講習会（市受託事

業） 

市の委託により、手話奉仕員養成講

習会を開催します。 

  ・基礎コース(上半期)  

 

(4) シニアの社会参加促進・ボランティ

ア活動支援事業 

シニア層の社会貢献活動などへの

参加を促すとともに、ボランティア団

体が地域社会において活躍できるよ

う支援体制を構築します。 

①ボランティアサポーターズクラブ

の配置及び運営 

ボランティア・市民活動への参加

を促進し、市民参加による協働のま

ちづくりを図るため、ボランティア

サポーターズクラブを設置し運営

支援を行います。また、ボランティ

アサポーターによる活動拠点の整

備をします。 

②ボランティアサポーターステップ

アップ講座の開催 

③おとなフェスタひだか 2020の開催 

 

オ 朗読ボランティア養成講座 

   ・期 間 令和３年１月13日(水)～２月10日(水) 

全10回 

 ・参加者 ９名 

 ・講 師 庄野輝子氏(元NHK放送劇団) 

 ・方 法 会場受講とオンライン受講の併用 

  ・内 容 朗読の技法と活動について 

カ 保育サポーター養成講座 

  新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響によ

り、実施しませんでした。 

 

(3) 手話奉仕員養成講習会（市受託事業） 

手話の技術を取得し聴覚障がい者を支援する手話奉仕

員を養成するための基礎コースは、新型コロナウイルス

感染症感染拡大の影響により受託しませんでした。 

 

(4) シニアの社会参加促進・ボランティア活動支援事業 

①ボランティアサポーターズクラブの配置及び運営 

  ・ボランティアサポーターの委嘱 ９人 

  ・会議の開催 ９回 ※内７回オンライン会議 

②ボランティアサポーターステップアップ講座の開催 

  新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、実 

施しませんでした。 

③おとなフェスタひだか2020の開催 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、実

施しませんでした。 

④埼玉県「埼玉人生100年時代の楽しみ方研究所」出張研

究会への参加 

  ・主 催 埼玉県共助社会づくり課 

  ・有識者 石井大一郎氏(宇都宮大学地域デザイン学部

准教授) 

       澤岡誌野氏(公益財団法人ダイヤ高齢社会

研究財団主任研究員) 

ア ラジオ局FMチャッピーへの出演 

オンラインとパブリックビューイングを活用した介

護アロマボランティア養成講座の報告及び第７回日高

市地域福祉フォーラムの周知。 
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(5) ボランティア活動等支援事業補助

金 

の交付（市補助事業） 

 

 ・日 時 令和２年９月11日(金)午後６時25分～７時 

イ 出張研究会におけるアドバイザー参加 

 ①朝霞市の取組について 

 ・日 程 令和２年10月14日(水) ※オンライン会議 

・内 容 朝霞市における地域デビュー支援セミナー

の実施について 

 ②本庄市の取組について 

 ・日 程 令和３年３月24日(水) ※オンライン講座 

  ・内 容 本庄市におけるオンラインを活用した講座

の実施について 

ウ オンライン座談会 

・日 程 令和３年１月13日(水)※オンライン参加 

  ・報告者 秩父市地域包括支援センター 

       本庄市地域福祉課 

       日高市社会福祉協議会 

  ・内 容 オンライン関連講座の実施について 

  ・見学者 10市町(27名) 

・周 知 記録を埼玉県内全市町村へ埼玉県庁より共

有を実施 

 エ 埼玉県共助社会づくり課発行の冊子「どこでもゼミ

ナール」への事例掲載 

  ・発行日 令和３年３月29日 

 

(5) ボランティア活動等支援事業補助金の交付 

申請団体数：19団体 決定団体数：13団体 

確定額 847,000円 

【助成対象団体・金額の内訳】 

・小さな野草苑の会（55,000円） 

・高麗ねこ家(100,000円) 

・ひだか憩いの森サポートクラブ(100,000円) 

・日高ガイド(63,000円) 

・よつばのクローバー(50,000円) 

・高根応援団(70,000円) 

・日高まちづくり研究所(100,000円) 

・日高市民情報サロンみんひろ(48,000円) 

・朗読ボランティアグループ日高もくせいの会(40,000

円) 



令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

 ・日高市傾聴ボランティア「うさぎ」(61,000円) 

・快サークルコロネット(90,000円) 

・鹿山の森を守る会(25,000円) 

・森の子育ち場ぽのぽの(45,000円) 

 

【令和２年度の総括】 

ボランティア体験学習事業の実施においては、新型コロ

ナウイルス感染症感染拡大の影響から福祉施設等でのプロ

グラムは中止とし、屋外の体験メニュー及び在宅での物づ

くりメニューを中心としたメニューを実施しました。また、

事前説明会は動画配信サイト「YouTube」を活用した説明動

画をボランティア団体等の協力により作成し、コロナ禍に

おいて、多くの市民にボランティア活動のきっかけを提供

することができました。関係者からも取組に対して高い評

価をいただきました。 

また、ボランティア活動に対するサポートの取組につい

ては、ソーシャルネットワーキングサービス(Facebook)を

新しく導入し、情報発信のツールを増やすことで、コロナ

禍における中間支援について一定のつながりを保つことが

できました。また、彩の国ボランティア体験プログラム

inHIDAKAでは、中止ではなく、在宅ボランティアやオンラ

インを併用した講座の実施により、ボランティア活動の機

会を提供できました。これらの実績が評価され、埼玉県庁

における会議等へも出席依頼が多くありました。 

 課題として、ボランティアサポーターの具体的な活動展

開まで支援することができませんでした。 

 



４ 共同募金配分金事業 担 当 地域福祉係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

(1) 一般募金配分事業 

赤い羽根募金をもとに、次の事業を

展開します。 

 ①心配ごと相談 

 ②第 40回福祉スポーツ大会 

障がい者のスポーツを通じた健康

増 

進と、社会参加を促進するために開催

し 

ます。 

③地域居場所づくり支援事業 

身近な地域で取り組まれる地域サ

ロ 

ン活動の立ち上げを支援します。 

 

 

④児童遊園地遊具の管理・整備の支援 

  

 

⑤広報事業 

  社協だより「ひだまり」の発行 

 

 ⑥大型印刷物(ポスター)製作支援 

 

 

 

 

(1) 一般募金配分金事業 

①心配ごと相談 

 市民に身近な相談窓口として、民生委員の協力を得て

心配ごと相談を開設しました。 

 ・開設日程 18回 

 ・相談件数 14件 

②第 40回福祉スポーツ大会 

  新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、 

中止としました。 

③地域居場所づくり支援事業 

身近な地域での居場所づくりを進めるため、サロン活 

動の運営を支援しました。 

 【登録活動一覧】 別表参照 

④児童遊園地遊具の管理・整備の支援 

・設置箇所 点検業務は実施せず  

・撤去箇所 なし 

⑤広報事業 

ア 共同募金運動の啓発 

     社協だより「ひだまり」発行 

 ⑥大型印刷物製作支援 

地域福祉・ボランティア活動の広報や啓発を進めるた

め、ポスターサイズの印刷が可能な拡大印刷機の整備を

進めました。 

 ⑦令和２年度緊急要望事業 

  「地域おたすけ隊と協力店の応援企画」 

  コロナ禍において活動する地域おたすけ隊の協力会員

への支援及び市内協力店利用促進を目的として、次の取

組を実施しました。 

ア 地域おたすけ隊協力会員への活動支援のための商

品券の上乗せ 

イ プレミアム付き地域商品券の販売 
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(2) 歳末たすけあい募金配分事業 

 ①地域見守り推進事業 

ア おせちセットの宅配 

 

 

 

イ 民生委員調査連絡活動・見守り活

動助成金 

ウ 年末お掃除おたすけ隊 

 

 

 

 

 

 

 

 

②仲間づくり・交流機会創出事業 

  ア 第 34回日高市社会福祉大会 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 第 16回あいあいまつり 

  

(2) 歳末たすけあい募金配分事業 

①地域見守り推進事業 

  ア おせちセットの宅配 

【配分実績】 

イ 民生委員調査連絡活動・見守り活動助成金 

ウ 年末お掃除おたすけ隊 

高齢者等への年末の片づけを支援しました。 

 

 

 

 

 

 

 

②仲間づくり・交流機会創出事業 

 ア 第 34回日高市社会福祉大会 

市の社会福祉の発展に功績のあった人を表彰し、

市内福祉関係者相互の連携と地域福祉活動の更な

る普及を図るために開催しました。 

・開催日 令和２年11月23日(日) 

・会 場 市総合福祉センター「高麗の郷」 

・表 彰 社協会長表彰 個人14人、１事業所 

     社協会長感謝状 個人１人、１団体 

             ３事業所 

     共同募金支会長感謝状 個人１人 

    ・来場者 37人 

【その他の顕彰】 

    ・ 令和２年度埼玉県社会福祉大会 

    ・期日 令和２年11月11日(水) 

    ・会場 埼玉会館(さいたま市) 

    ・表彰 ①県社会福祉大会会長表彰10人 

        ②県知事表彰 ２人 

        ③県共同募金会会長表彰 １人 

イ 第16回あいあいまつりは中止としました。 

 

  区 分 令和 2 年度 前年比 

配分件数 98 件 0 件 

地域おたすけ隊 実施件数 

武蔵台 １０件 

日高団地 ４件 

たかね ８件 

原宿 ５件 

合計 ２７件 
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ウ 第７回日高市地域福祉フォーラ  

 ム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 地域支え合い促進事業 

 

 

オ 福祉広報活動の促進 

 

  カ 小中学生作文コンクール 

キ おとなフェスタひだか 2020 

ク 訪問カットサービス 

 

  ウ 第７回日高市地域福祉フォーラムの開催 

   ①第７回日高市地域福祉フォーラム 

   ・日 程 令和２年10月９日(金)午後２時～４時 

   ・テーマ 「新しい生活様式に地域の第３の居場所

～オンラインは不要？～」 

・講 師 澤岡詩野氏(公益財団法人ダイヤ高齢者

研究財団主任研究員) 

        牧壮氏(一般社団法人アイオーシニアズ

ジャパン代表理事) 

   ・協 力 ボランティアサポーターズクラブ 

   ・方 法 オンラインとパブリックビューイングの

併用による開催 

   ・参加者 88名(内44名が個人端末によるオンライ

ン参加) 

   ・視 察 埼玉県、埼玉県西部地域振興センター、

横浜市、飯能市、上尾市社協、鶴ヶ島市

社協、所沢市社協、富士見市社協、朝霞

市市民活動支援センター、熊谷市社協、

秩父市地域包括支援センター 

  ②日高市地域福祉フォーラムフォローアップ講座 

オンラインで開催した地域福祉フォーラムを経て、

オンラインでつながるためのフォローアップ講座を

埼玉県共助社会づくり課と共催で実施しました。 

 ・日 程 令和２年12月10日(木) 

・講 師 水谷悦夫氏(EMITコンサルタント事務所) 

・内 容 オンライン体験 

・会 場 コワーキングプレイスこま 

・参加者 ７人 

  エ 地域支え合い促進事業 

    地域居場所づくり支援の取組と併せて実施しま

した。  

オ 福祉広報活動の促進 

社協だより「ひだまり」を発行しました。 

  カ・キ 事業を中止しました。 

  ク 訪問カットサービス 

・利用申込者 32人 

    ・協力店舗数 11店（理容３店、美容８店） 
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  ケ ホームページ運営 ケ ホームページ運営 

ホームページの運営を通じ、共同募金運動等の地

域福祉の取組を周知しました。 

 

【令和２年度の総括】 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、イベ

ント等の集合型の取組は中止を余儀なくされましたが、実

施方法を工夫しオンラインを併用することで開催できた

取組がありました。第７回日高市地域福祉フォーラムは、

先駆的な事例として県内外から多くの視察がありました。 

共同募金事業は、地域の福祉課題解決に活用できる重要

な財源のひとつであり、従来の配分のプロセスやありかた

を見直し対応を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【別表】サロン登録活動一覧 

 

 

 

  

  団 体 名（登録順） 主な対象 実施場所 

1 こま武蔵台福祉ネット（地域交流広場） 
高齢者 

武蔵台小学校区地域交流広場 

2 こま武蔵台福祉ネット（ふれあいサロン） 武蔵台ふれあいサロン 

3 介護ネットなごみの会 高齢者 市総合福祉センター 

4 
チャットルーム（精神保健福祉ボランテ

ィア） 
障がい 市総合福祉センター 

5 ふれあいサービスさくら会 高齢者 高萩団地自治会館 

6 ひまわり会 高齢者 鹿山上区公会堂 

7 ひだまりサロン 高齢者 こま川団地自治会館 

8 快サークル コロネット 障がい 市総合福祉センター 

9 おしゃべりサロン協力会 高齢者 日高団地自治会館 

10 ちょこっとランチ・トマト会 高齢者 市総合福祉センター 

11 ふれあい会 高齢者 日高団地ふれあい館 

12 ニコニコひろば 子育て支援 横手台自治会館 

13 ひだか子育てネットワーク 子育て支援 市立保健相談センター 

14 高萩団地なかよしサロン協力会 高齢者 高萩団地自治会館 

15 宮前サロンいこい 高齢者 宮前公会堂 

16 サロン ひなた 高齢者 日向自治会館 

17 台交流サロン 高齢者 台自治会館 

18 地域食堂 ちゃぶ台 複合 高麗公民館ほか 

19 おもちゃで遊ぼう会 子育て支援 市総合福祉センター 

20 日高市民活動情報サロン みんひろ 複合 市総合福祉センター 

21 ぬくもりげんき食堂 複合 たかねサロン 

22 ぷーちゃんち。 子ども 自宅開放 

23 トラジションタウン高麗 複合 コミュニティハウスこま舎 

24 たかねサロン 複合 たかねサロン 

25 ひつじの会 複合 市総合福祉センター 



５ 生活福祉資金貸付事業 担 当 相談支援係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

１ 生活福祉資金の貸付 

  他の機関からの借り入れが困難な低

所得世帯等への資金の貸付と必要な相

談支援を行うことにより、その経済的自

立及び生活意欲の助長促進並びに在宅

福祉及び社会参加の促進を図り、安定し

た生活を送れるように実施します。 

 

 ①生活福祉資金（福祉資金、緊急小口資

金、教育支援資金） 

 ②総合支援資金 

 ③不動産担保型生活資金 

④要保護世帯向け不動産担保型生活資金 

 ⑤臨時特例つなぎ資金 

 

１ 生活福祉資金の貸付 

埼玉県社会福祉協議会からの委託により、生活福祉

資金の貸付に関する相談援助を行いました。 

（内容及び実績） 

福祉資金・教育支援資金 １件 

緊急小口資金 ０件 

総合支援資金 ０件 

不動産担保型生活資金  

要保護世帯向け不動産担保型生活資金 
０件 

臨時特例つなぎ資金 ０件 

特例貸付 緊急小口資金 １９２件 

特例貸付 総合支援資金 １４２件 

特例貸付 総合支援資金延長貸付 ５８件 

特例貸付 総合支援資金再貸付 ４７件 

 

 

【令和２年度の総括】 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響受け減収し

た世帯への特例貸付の申請が増加し、昨年度は１件だっ

た緊急小口資金の申請が 192 件、０件だった総合支援資

金の申請が延長貸付、再貸付も合わせると 247 件と急増

しました。また、新規相談件数も含め相談対応件数は

2,513件に激増し職員が対応に追われました。令和３年６

月末までが申請期限となっている特例貸付ですが、終了

後にはより細やかな支援が必要となると予測されます。 

 

 

 

 



６ 福祉資金貸付事業 担 当 相談支援係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

１ 福祉資金貸付事業 

低所得世帯が、臨時的出費又は収入欠

如等のおそれがあるため、生活維持が困

難となった場合に、その応急的支援によ

って生活の安定と自立を助け、住民福祉

の向上を図ります。 

１ 福祉資金貸付事業 

  新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響による特

例貸付への貸付対応もあり、償還指導を行うことができ

ませんでした。１人への貸付を行いました。 

(1) 内容及び実績 

貸付件数 １件 

貸付金額 ５０，０００円 

当年度償還済み額 １５，０００円 

当年度未償還額 ３５，０００円 

 

(2) 福祉資金貸付現況 

福祉資金元金現額 

＝（１）＋（２） 

１，１６２，５９４円 

（１）預金保有額 

※当年度延滞利子収入 

８２３，５９４円 

０円 

（２）貸付現額 ３３９，０００円 

年

度

別

の

内

訳

額 

平成１７年度 １件 ４５，０００円 

平氏２２年度 ３件 ９０，０００円 

平成２３年度 ２件 ８９，０００円 

平成２４年度 １件 ３０，０００円 

平成２５年度 １件 ２２，０００円 

平成２６年度 ２件 １０，０００円 

平成２７年度 １件 １８，０００円 

平成２８年度 ０件 ０円 

平成２９年度 ０件 ０円 

平成３０年度 ０件 ０円 

令和元年度  ０件 ０円 

令和２年度  １件 ３５，０００円 

 

【令和２年度の総括】 

 特例貸付の活用により、１名のみの利用となっていまし

たが、特例貸付終了後には、相談増も予測されるため、よ

り柔軟な対応が求められます。 



７ 福祉サービス利用援助事業 担 当 相談支援係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

１ 福祉サービス利用援助事業 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障

がい者等、判断能力が十分でない人が、

地域で自立した生活を安心して送れるよ

う、福祉サービスの利用に関する情報提

供や暮らしに必要なお金の出し入れなど

の援助を行います。 

（１）基本 福祉サービスの利用援助 

（２）選択 日常生活上の手続き援助 

      日常的金銭管理 

      書類等預かりサービス 

１ 福祉サービス利用援助事業 

埼玉県社会福祉協議会からの委託により、判断能力が

不十分なことにより、自己決定が困難となった高齢者、

知的障がい者、精神障がい者が安心して生活できるよう、

福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理の生活支援を

行いました。 

（内容及び実績） 

相談援助件数 ９０２件 

区分 高齢 精神 知的 計 

新規契約件数 ０ １ ０ １ 

解約件数 １ ０ ０ １ 

契約件数 ６ ３ ４ １３ 

 

【令和２年度の総括】 

定期的な支援計画の評価を実施し、適正に事務を行いま

した。 

今後、判断能力が低下していく人が増えると想定される

中、早めに成年後見制度等につないでいくように努めます。 



８ 障がい者相談支援事業 担 当 相談支援係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

１ 障がい者計画相談事業 

障がい福祉サービスを希望する人に、

課題の解決や適切なサービス利用に向け

て、障がい者相談支援センター「ぷらむ」

が支援します。 

①サービス利用支援 

②継続サービス利用支援 

 

２ 障がい者相談支援事業（市受託事業） 

障がい者の福祉に関する様々な問題に

ついて、相談に応じ、必要な情報提供、

障がい福祉サービスの利用支援等を行う

ほか、権利擁護のために必要な援助を行

います。 

１ 障がい者計画相談事業 

障がい福祉サービス等を希望する方に、サービス等利

用計画についての相談及び作成等の支援が必要な場合

に、障がい者の自立した生活を支え、抱える課題の解決

や適切なサービス利用に向けて、ケアマネジメントによ

り、支援を行いました。 

 

２ 障がい者相談支援事業（市受託事業） 

日高市からの委託により、障がい者の福祉に関する

様々な問題について、相談に応じ、必要な情報の提供、

障がい福祉サービスの利用支援等を行うほか、権利擁護

のために必要な援助を行いました。 

 

 （内容及び実績） 

契約件数 ８０件 

区分 身体 知的 精神 他 計 

計画相談 １ ２２ １１ ０ ３４ 

相談支援 ０ ２０ ２３ ２ ４５ 

連携 ０ ０ １ ０ １ 

 

【令和２年度の総括】 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、モニ

タリングなどの訪問ができない時期はありましたが、大き

な影響は出ず年間の事業を行うことが出来ました。 



社会福祉事業 

Ⅱ ヘルパーステーション 

１ 訪問介護等事業 担 当 生活援助係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

(1) 介護保険法によるサービスの実  

 施 

 ①身体介護、生活支援 

食事、着替え、入浴介助等の身体

介護及び、調理、洗濯、掃除、買物

等の生活援助の支援を行います。 

②相談・助言 

生活、身上、介護に関する相談及

び助言を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 研修会、実習生の受け入れの実施 

①サービスの質の向上や介護技術を

高めるために検討会議及び各種研

修会を行います。 

②介護福祉士養成のための実習の場

を提供します。 

 

(1) 介護保険法によるサービスの実施 

介護保険法に基づき、訪問介護計画を作成し、利用者が自

宅で安心かつ、安全な生活が送れるよう適切な援助を実施し

ました。特にコロナ禍において、体調管理や感染予防対策を

徹底し、サービスを行いました。利用者のニーズとケアマネ

ジメントに沿った質の高いサービスの提供に努めました。ま

た、利用者から相談を受けた際は、ケアマネジャーと連携し

て利用者の不安を解消できるよう対応しました。 

【訪問介護 活動実績】 

 

【介護予防訪問介護（総合事業） 活動実績】  

 

(2) 

研修

会、

実習

生の受け入れの実施 

①研修会 

・認知症介護基礎研修 

・感染症介護基礎研修 

   ・その他 

②実習生の受け入れ ０人 

 

【令和２年度の総括】 

コロナ禍において、実習生の受け入れは中止となりましたが、

新型コロナウィルス感染者の発生により、通所事業所が休止と

なった場合等での訪問介護のニーズが多く、訪問件数は増加し

ています。 

 利用数／件 訪問数／回 訪問／時間 

令和元年度 ２１９ １，４４４ １，３４０．４ 

令和２年度 ２６８ １，６９２ １，６３３．０ 

比較増減 ４９  ２４８  ２９２．６  

 利用数／件 訪問数／回 訪問／時間 

令和元年度 ３７１ １，８７６ １,８７６.０ 

令和２年度 ４３４ ２，３０９ ２，３０９.０ 

比較増減 ６３ ４３３ ４３３.０ 

 



２ 障がい福祉サービス事業 担 当 生活援助係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

(1) 障害者総合支援法によるサービスの実

施 

①居宅介護 

知的・身体・精神の障がいがあるかた、

難病疾患があるかたへの身体介護及び家

事援助の支援を行います。生活する中で

の相談助言を行います。 

②重度訪問介護 

日常生活全般に常時支援を要する、脳

性まひ等全身性障がい(児)者に対しての

日常生活支援を行います。 

③同行援護 

屋外での移動に制限のある視覚障がい

（児）者に対しての移動介護を行いま

す。 

④移動支援(地域生活支援事業) 

屋外での移動に制限のある全身性障が

い(児)者及び知的障がい(児)者に対して

の移動介護を行います。 

 

(2) 養育支援訪問事業（市受託事業） 

  家事及び養育の支援が必要な家庭に対

して、市の要請に基づきホームヘルパー

の派遣を行います。 

(1) 障害者総合支援法によるサービスの実施 

在宅生活の維持継続と利用者が自宅において自立した

生活が送れることを念頭に居宅計画を作成し、計画に沿

ったサービス提供を行いました。また、後半にはコロナ

禍において、制限がある中でも感染予防対策を徹底し、

可能な範囲で家にとじこもることなく、健康増進のため

等、一人での外出の困難な障がい者への、外出支援を行

いました。 

 

【居宅介護・重度訪問介護・同行援護活動実績】 

年度 利用数/件 訪問数／回 訪問／時間 

令和元年度 １７０ １，０２７ １６３８．０ 

令和２年度 １１９ ８９０ １１３７．３ 

比較増減 △５１ △１３７ △５００．７ 

 

 

【移動支援活動実績】 

年度 利用数／件 訪問数／回 訪問／時間 

令和元年度 ６０ ９１ ４９９．５ 

令和２年度 ３８ ５９ ２１１．０ 

比較増減 △２２ △３２ △２８８．５ 

 

(2) 養育支援訪問事業（市受託事業） 

【養育支援活動実績】 

年度 利用数／件 訪問数／回 訪問／時間 

令和元年度 １ ６ １２ 

令和２年度   １ １３ ２６ 

比較増減 ０ ７ １４ 

 

【令和２年度の総括】 

コロナ禍において、全体的に件数が減少していますが、

社会参加よりも健康増進の意味でのニーズが多く、感染予

防対策を徹底しつつ、リフレッシュを図る機会の重要性を

感じました。 

 



社会福祉事業 

Ⅲ 総合福祉センター管理・経営事業                 【指定管理事業】 

１ 総合福祉センター 担 当 企画総務係  

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

１ 総合福祉センター運営 

高齢者や障がい者の自立促進及び健

康増進を図り、市民の相互交流と福祉の

向上に資することを目的に、日高市総合

福祉センターの指定管理者として、利用

者が快適安全に利用できるよう適正か

つ効率的な管理運営を行います。 

①会議室等の貸出業務 

会議室等の貸出及び利用に際し適切

に使用できるよう手続きを行います。 

 ②施設の維持管理 

建物及び施設の管理、保守点検、修繕、

清掃などを適切に実施します。 

③施設の防災及び消防訓練の実施 

災害を想定し、年２回の消防訓練を実

施します。 

④職員の研修 

職員の資質向上及び緊急時に適切な

対応ができるよう、普通救命講習等の研

修を行います。 

⑤その他 

  多角的に意見を聴取し、運営に反映さ

せるため、運営協議会の実施協力及び利

用者アンケートを実施します。 

１ 総合福祉センター運営 

 ①会議室等の貸出業務 

会議室等の貸出業務を適正に行うとともに、明るい窓口対

応、また快適安全にご利用いただくことを心掛けました。 

一方、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点か

ら、４月から７月５日まで休館としました。 

営業を再開してからは、新しい生活様式に基づき、各種サ

ービスに利用制限を設けた上で営業しました。それに加え

て、正面入り口に臨時窓口を設置し、来館者の手指消毒と検

温を実施しました。 

緊急事態宣言が発令された２月８日から３月 21日までに 

ついては浴室営業を休止し貸室利用時間を短縮しました。 

  ※部屋別利用実績(別表１)、浴室利用実績(別表２)参照 

②施設の維持管理 

経年劣化による不具合がより顕著となりました。 

こうした状況下、安定的な運営を確保するため、日常及び

定期の保守点検を確実に行うことで異常の早期の発見に努

めるとともに、速やかに修繕等を実施しました。 

③施設の防災及び消防訓練の実施 

消防計画に基づき、多数の来館者が訪れる施設における火

災の場面を想定した、避難誘導・救護・消火等の総合的な訓

練を２回実施しました。  

④職員の研修 

 新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、研修は中止とな

ったため、実施できませんでした。 

⑤その他 

  ・総合福祉センター運営協議会の実施 

    開催日 令和２年８月28日(金) 

  ・総合福祉センター利用者アンケートの実施 

    実施期間 令和２年12月１日～15日 

【令和２年度の総括】 

これまでの対応を踏まえ、感染拡大防止を図りながら、安

心して利用できる施設運営を行います。 



 



社会福祉事業 

Ⅳ こまのさと作業所 

１ こまのさと作業所 担 当 生活援助係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

１ こまのさと作業所の運営 

障害者総合支援法に基づき、障がいの

ある利用者が自立した日常生活や社会

生活を営むことができるよう、利用者及

び家族の意向、適性・障がいの特性、そ

の他の事情を踏まえた個別支援計画を

作成し、利用者に対して適切・効果的な

日中活動サービスを実施します。 

 

(1) 就労継続支援Ｂ型事業所の運営 

地域社会との交流を深め、関係機関

との連携を図り、地域の中で社会の一

員として意欲と生き甲斐を持って生

活するための支援を行います。 

  ①身辺処理・日常生活能力向上のため

の取り組み 

②社会生活能力向上のためのプログ

ラムの実施 

③地域のイベントへの参加 

④余暇活動、レクリエーションの実施  

  ⑤送迎車の運行 

希望する利用者の自宅又は指定場

所までの送迎を実施することで、利用

者の通所時の安全確保と､保護者の負

担軽減を図ります。 

 

（２）就労支援事業の実施 

障がいがあってもその人らしく誇

りとやりがいを持って、安心して快適

に就労するための支援を行います。 

  ①請負作業 

   ア ギフト商品に関する作業 

   イ 金属ボルトの計数・結束作業 

１ こまのさと作業所の運営 

対 象 者：身体障がい者、知的障がい者（18歳以上） 

開 所 日：月曜日～金曜日（祝日を除く） 

開所時間：午前９時 30分～午後４時 

開所日数：238日 

利用者数：28名（男 18名、女 10名） 

      年間延べ 5,074人 １日平均 21.3人  

利用率 106.6％ 

 

(1) 就労継続支援Ｂ型事業所の運営 

①身辺処理・日常生活能力向上のための取り組み 

   ア 着替えや整容、食事や排泄の支援 

   イ 掃除や洗濯等スキルの向上 

②社会生活能力向上のためのプログラムの実施 

   ア グループ外出プログラム：中止 

   イ 日帰りバス旅行：中止 

③地域のイベントへの参加 

   福祉スポーツ大会：中止 

   あいあいまつり：中止 

   赤い羽根街頭募金活動：中止 

   日高市民まつり：中止 

④余暇活動、レクリエーションの実施 

  令和２年 10月 30日(金)野外活動・バーベキュー 

  令和２年 12月 25日(金)クリスマス忘年会 

  ⑤送迎車の運行 

   コ ー ス：高麗、高麗川、高萩コース 

   運行日数：232日 

   利 用 者：28人 年延べ利用者：8,323 人（往復） 

       （１日平均 17.9人） 

 

(2) 就労支援事業の実施 

 ①請負作業 

  ア (株)サンシャイン企画（日高市） 



   ウ ガスメーターの組立作業 

   エ 紙袋の底板入れ・タッグ付作業 

オ 新規取引先の開拓 

   カ 施設外就労 

 

  ②自主製品製造販売事業 

   ア 古紙リサイクル植木鉢 

   イ 廃油リサイクル石けん 

   ウ 手作りマスク 

 

 

 

 

 

 

 

 

③一般就労に向けた支援 

   ア 職場実習 

イ 求職活動支援 

  イ (株)アムハード小西（日高市） 

  ウ (株)クリエイト電子（鶴ヶ島市） 

  エ (有)福栄商産（狭山市） 

  オ 市総合福祉センター（日高市）洗濯作業 

    （有）プラスワン（坂戸市）種の袋入れ作業 

  カ 実施なし 

令和２年度請負作業収入 3,148,719 円 

               （前年度比 623,804 円） 

   

   ②自主製品製造販売事業 

   （主な常設販売スペース） 

  ・市総合福祉センター 

  ・農協日高中央直売所 

  ・朝採れファーム高麗郷 

  ・その他 

    （注文、出店販売、その他） 

 

 

 

   令和２年度自主製品事業収入 273,827 円 

             （前年度比 △293,472円） 

③一般就労に向けた支援 

   実施なし 

④その他 

   日高市集団資源回収奨励報奨金 

   令和２年度資源回収事業収入 69,600 円 

           （前年度比  △310円） 

 

【令和２年度の総括】 

コロナ禍において、サービスが途切れることなく提供で

きるように感染予防対策を徹底しました。地域のイベント

の中止により自主製品事業収入は減少しましたが、新規取

引先が２ヶ所増えたため、請負作業収入は増加しました。 

 また、毎月実施していたグループごとの外出プログラム

も中止となりましたが、可能な範囲でリフレッシュする機

会を作り、利用者の健康増進・モチベーションを維持し、

安心・快適な日中活動サービスを実施しました。 

社会福祉事業 



Ⅴ ファミリーサポートセンター                  【市受託事業】 

１ ファミリーサポートセンター 担 当 地域福祉係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

(1) ファミリーサポートセンター事業  

  子育ての援助をしたい人（協力会員）

と援助をしてほしい人（利用会員）の双

方が会員となり、会員間の援助活動の調

整を行うことで、子育て支援を促進する

ため、日高市ファミリーサポートセンタ

ーを運営します。 

 

①会員の募集、登録その他会員組織の 

運営 

  ②援助活動の調整及びあっ旋 

  ③会員に対して、援助活動に必要な知 

識を付与するために行う講習会等

の開催 

④会員の交流を深め、情報交換の場を 

提供するための交流会の開催 

⑤アドバイザーの配置及びサブリー 

ダーの選任 

  ⑥アドバイザーのスキルアップのた 

めの研修会参加 

 

 

(1) ファミリーサポートセンター事業  

 ①会員の募集、登録その他会員組織の運営 

   ・会員登録の状況 

内 訳 令和２年度 前年比 

利用会員 １６７人 ８人 

協力会員 ７７人 ７人 

両方会員 ５人 Δ２人 

合  計 ２４９人 １３人 

  

②援助活動の調整及びあっ旋（表１参照） 

③協力会員講習会 

  【協力会員研修（基礎講習）】 

  ・令和２年 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影

響により中止 

 【協力会員研修（ステップアップ講習）】 

  ・令和２年 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影

響により中止 

④会員交流会  

  ・令和２年 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影

響により中止 

  ・強化月間・交流日・アンケート 

   新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響によりア

ンケートのみ 

   実施 

⑤アドバイザーの配置及びサブリーダーの選任 

  未選任。運営体制について検討 

 ⑥アドバイザーのスキルアップのための研修会参加 

  虐待防止・子育て支援研修 

  ・令和２年９月 16日（火）埼玉県庁第３庁舎講堂 

「ファミリー・サポート・センターのこれから 

   ～コロナ時代の子育て支援を考える～」 

  ・令和２年 10月 22日（木）（zoom） 

 

 



 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

⑦広報（ファミサポ通信の発行） 

 

 

 

 

 

 

(2)産前産後家庭サポート事業 

  ①サポーターの募集・登録その他会員 

組織の運営 

 

 

 

 

  ②援助活動の調整及びあっ旋 

 

 

 

  ③サポーターの養成 

 ⑦広報（ファミサポ通信） 

ファミリーサポートセンターの取組を周知するととも

に、会員間の情報交換を目的に発行しました。 

（発行日） 第23号 令和２年 ５月号 

    第24号 令和２年 ８月号 

    第25号 令和３年 ２月号 

 

(2) 産前産後家庭サポート事業 

 ①サポーターの募集・登録その他会員組織の運営 

・登録の状況 

内 訳 令和２年度 前年比 

新規利用者 ５人 ２人 

サポーター ２７人 ７人 

合  計 ３２人 ９人 

 ②援助活動の調整及びあっ旋 

・活動時間数（表２参照） 

活動件数７回、利用者実人数４人、対応サポーター実

人数５人 

③サポーターの養成 

・サポーター講習会 令和２年９月29日(火) ７人 

               

・会 場 市総合福祉センター「高麗の郷」 

（普通救命講習Ⅲは新型コロナウイルス感染症感染

拡大の影響により消防署の見通しが立たず延期） 

 

【令和２年度の総括】 

今年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響に

より、中止せざるを得ない事業が多くありましたが「地域

ぐるみの子育て支援に関するニーズ調査」として、ファミ

サポアンケートを実施し子育てについてどのようなニーズ

があるのか分析し、令和３年度はニーズに基づいた具体的

な活動に取り組みます。 

 

 

 

 



〔表１〕ファミリーサポートセンター援助活動の状況 

           内  容 令和２年度 前年度比 

保育所・幼稚園の登園前の預かり 4回 Δ10回 

保育所・幼稚園の帰宅後の預かり 17回 Δ9回 

保育所・幼稚園の送り 32回 Δ101回 

保育所・幼稚園の迎え 61回 Δ137回 

学童保育終了後の預かり 8回 0回 

学童保育開始前の預かり 0回 Δ55回 

学校の放課後の預かり 0回 0回 

学校の登校前の預かり 5回 4回 

保護者等の冠婚葬祭による外出、他の子どもの学校行事の場合の援助 0回 0回 

保護者等の外出の場合の援助 1回 Δ2回 

小学校へ／からの小学生の送迎 203回 106回 

学童保育へ／からの小学生の送迎 12回 Δ72回 

子どもの病気時の援助 0回 0回 

子どもの習い事等の場合の援助 15回 Δ142回 

保育所・学校等休み時の援助 6回 Δ2回 

保育所等施設への入所前の援助 0回 0回 

保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助 0回 0回 

保護者等の求職活動中の援助 0回 Δ1回 

保護者等の病気、その他急用の場合の援助 5回 5回 

その他 3回 3回 

合  計 372回 Δ413回 

    ※１回の活動に複数の区分に該当する場合はダブルカウントしています。 

 

 〔表２〕産前産後家庭サポート援助活動の状況 

内  容 令和２年度 前年比 

家事支援（食事の準備） 3時間 3時間 

家事支援（居室等の掃除） 2時間 0.5時間 

家事支援（洗濯） 0時間 Δ1.5時間 

家事支援（買い物） 1時間 1時間 

育児支援（もく浴の介助） 2時間 Δ2時間 

育児支援（授乳の補助） 0.5時間 0時間 

その他 1.5時間 Δ2.5時間 

合計 10時間 Δ1.5時間 

 



 
 

 

令和２年度 

 

 

事業報告 

公益事業区分 

 

 

 

  



公益事業 

Ⅰ 地域包括支援センター事業 

１ 地域包括支援センター 担当 相談支援係 

令和２年度 事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

(1) 包括的支援事業 

 ①第一号介護予防支援事業 

事業対象者に支援計画を作成し、訪問型、通所型サ

ービスを適切に提供し、自立した生活が続けられるよ

う支援します。また、要支援認定を受け、総合事業の

み利用する場合も第一号介護予防支援事業として一

体的に支援します。 

 ②総合相談支援業務 

本人、家族、地域住民、ネットワーク関係者などか

らの情報をもとに、高齢者宅を訪問することで心身の

状況や家庭環境などを把握し、相談者に適切な支援や

提案を行います。 

(2) 権利擁護業務 

 ①成年後見制度の活用 

 ②高齢者虐待への対応 

 ③困難事例への対応 

 ④消費者被害の防止 

(3) 包括的・継続的ケアマネジメント業務 

 ①包括的・継続的ケアマネジメント体制の構築 

介護支援専門員が社会資源を活用できるよう地域

の連携、協力体制を整備します。 

 ②介護支援専門員に対する支援 

支援困難ケースなどについて、助言や同行訪問を行

い円滑な業務ができるよう後方支援を行います。 

 ③ケアマネサロンの開催 

「日高市ケアマネ連絡会」での協議により、年６回、

資質の向上を目的とした事例検討会や外部講師によ

る研修会などを行います。 

(4) 在宅医療・介護連携推進事業 

 ①飯能地区在宅医療・介護連携推進会議への出席 

②多職種連携座談会 飯能・日高ワールドカフェへの

参加 

(1) 包括的支援事業 

①第一号介護予防支援事業 

訪問介護、通所介護のみを利用しているかたに

介護予防ケアマネジメント対象者としてサービ

スの利用を提供しました。 

②総合相談支援業務 

延べ 1,801件（昨年度 1,471 件）の総合相談が

ありました。 

(2) 権利擁護業務 

①成年後見制度の活用 

  制度の活用や周知に努めました。 

②高齢者虐待への対応 

  延べ 29件（昨年度 98件）の支援を実施。 

③困難事例への対応 

  延べ 1,092件（昨年度 879件）の支援を行いま

した。支援の長期化・複雑化に伴い、多機関との

連携が必要となっています。 

④消費者被害の防止 

  日高市消費生活相談センターと連携し、被害の

防止に努めました。 

(3) 包括的・継続的ケアマネジメント業務 

①包括的・継続的ケアマネジメント体制の構築 

地域包括ケアシステムの推進に向けて関係機

関、自治会、ボランティア団体、企業との連携に

努めました。 

②③介護支援専門員支援、ケアマネサロン開催 

  延べ 355件（昨年度 274件）の支援とケアマネ

連絡会、ケアマネサロンの開催を通じて介護支援

専門員の資質の向上に努めました。 

(4) 在宅医療・介護連携推進事業 

①②多職種連携座談会 飯能・日高ワールドカフ

ェへの参加 



 ③「在宅医療連携拠点はんのう」との連携 

(5) 認知症総合支援事業 

 ①認知症初期集中支援事業 

認知症初期集中支援チーム検討委員会への出席、初

期集中支援チーム員会議を通じて認知症のかたの支

援に努めます。 

 ②認知症地域支援推進員の活動 

認知症地域支援推進員の定例会議を通じ、認知症サ

ポーター養成講座、認知症カフェを開催し、地域のか

たに認知症についての正しい知識の普及啓発、当事者

の社会参加の機会、介護者の交流の場を提供します。 

 ③認知症家族・当事者への支援 

オレンジカフェ（認知症カフェ）の実施を支援し、

認知症のかた、およびその家族や支援者の社会参加を

支援します。 

  ・「もみじ茶屋」主催：こま川団地自治会（第３水

曜日） 

  ・「オレンジカフェ東急」主催：東急オレンジカフ

ェ実行委員会（第４火曜日） 

  ・「オレンジカフェ田波目」主催：田波目区自治会

（第４金曜日） 

(6) 生活支援体制整備事業（第２層担当） 

第２層の生活支援コーディネーターとして担当圏

域のニーズと既存の社会資源の把握、担い手作りな

ど、住民共助の活動の充実に努めます。また、今年度

は、高麗川地区の介護保険事業所でケアラー支援する

ための介護者サロンの定期開催と圏域型地域ケア会

議の開催を目指します。 

商業施設での健康づくりイベントは今年度も実施

する予定です。 

(7) 地域ケア会議の充実 

 ①ケアマネジメント支援型地域ケア会議の参加 

市が主催するケアマネジメント支援型の地域ケア

会議への出席、調整、進行を行います。 

 ②圏域型地域ケア会議 

自治会や行政区単位で高齢者の実態把握及び地域

課題の共有のための会議を定期的に行います。 

(8) 指定介護予防支援業務 

 書面会議で参加。市民フォーラムは飯能・日高

ケーブルテレビ、YouTubeを利用して開催しまし

た。 

③「在宅医療連携拠点はんのう」との連携 

  在宅医療連携拠点はんのうとの情報交換は書

面会議で開催。『入退院時連携ガイドライン』の

説明と配布があり、活用に向けた周知をしまし

た。 

(5) 認知症総合支援事業 

①認知症初期集中支援事業 

定期チーム員会議に参加。認知症相談として

41 件の報告を行い、医師等からのアドバイスを

貰うことで認知症の方の支援に努めました。 

②認知症地域支援推進員の活動 

  定期会議に参加。認知症サポーター養成講座の

開催はせず東急こまがわ区の広報にて認知症関

連の普及啓発のための記事を掲載しました。 

③認知症家族・当事者への支援 

  オレンジカフェは全地域で中止となり、代替と

して認知症出前講座を企画しましたが、申し込み

はありませんでした。 

(6) 生活支援体制整備事業（第２層担当） 

原宿区に２層協議体を立ち上げ、安否確認のチ

ラシを作成し、協議体のメンバー等により心配な

高齢者宅を訪問し、チラシの配布と安否確認を実

施しました。また、今年度も市内商業施設と市内

企業と連携し、居場所づくりに向けた介護予防イ

ベントを実施し定員 40名の参加がありました。 

  介護者サロンは延期となりましたが、感染終息

後の開催に向けて検討をしました。 

(7) 地域ケア会議の充実 

①ケアマネジメント支援型地域ケア会議の参加 

  会議における検討ケースの選定、ケースに関す

る助言をしました。 

②圏域型地域ケア会議 

  原宿区で地域ケア会議を立ち上げました。新型

コロナウイルス感染症感染拡大の影響で不定期

の開催となりましたが、心配なかたの情報交換や



   訪問型、通所型サービス以外のサービスを希望さ

れるかたは要介護認定申請をしていただき、介護予

防給付によるサービス提供を行います。 

(9) 一般介護予防事業 

①日高ロコトレ教室 

②脳イキイキ教室 

認知症予防に特化した「脳イキイキ教室」を高麗川

南公民館、日高アリーナで実施し、認知症予防に努め

ます。 

 ③地域介護予防活動支援事業 

住民主体の「くりくり元気体操」の普及とその活

動を支援する介護予防ボランティア（くりくりサポ

ーター）の支援に努めます。 

（10）その他の事業 

①認知症サポーター養成講座の開催  

②救急医療情報キットの配布（随時） 

③介護マークの交付（随時） 

④日高市地域包括支援センター便りの発行（年２回） 

⑤日高市情報交換会の実施（隔月） 

⑥在宅看護実習生の受け入れ（埼玉医科短期大学） 

⑦介護保険制度説明などの出前講座の実施 

地域課題の話し合いを行いました。 

(8) 指定介護予防支援事業 

  要支援認定者のかたに適切な介護予防プラン

を作成しサービスを提供しました。 

(9) 一般介護予防事業 

①日高ロコトレ教室 

  年度当初より休止が続きましたが、感染防止対

策を行い、２公民館にて計４回開催し、ロコモテ

ィブシンドロームの予防に努めました。 

②脳イキイキ教室 

  当初休止していましたが、事前予約制などの感

染予防対策を行い、９月から再開。認知症予防の

普及啓発と早期発見に努めました。 

③地域介護予防活動支援事業 

  年度当初、くりくり元気体操の休止等がありま

したが、対策を講じ活動を再開するグループも

徐々に増えました。 

（10）その他の事業 

 ①②③⑤の各事業及び情報交換会については、適

宜対応を行いました。 

 ④市内３包括共同で介護予防に関する情報を発

信しました。 

 ⑥７名の実習生を受け入れ、地域ケアや介護予防

の重要性を学んでいただきました。 

 ⑦日高市民生児童委員地域福祉部会にて、包括支

援センターの業務等について講座を開催しま

した。 

【令和２年度の総括】 

 年度当初からの新型コロナウイルス感染症感染

拡大の影響による緊急事態宣言により、計画してい

た予防事業は休止となりました。来年度もこの状況

が続くことが予想されるため、コロナ禍における

「新しい生活様式」での包括的支援方法やフレイル

（虚弱・不活発）予防のための介護予防事業の企画、

提供に努めます。 

 



 

 

  

センター名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

107 74 136 163 176 183 145 147 188 163 143 176 1801

81 50 77 118 118 122 99 98 127 109 106 126 1231

16 12 26 10 27 35 18 23 20 20 13 18 238

5 7 26 27 29 22 23 26 38 23 22 27 275

1 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 1 5

4 5 7 6 2 4 5 0 3 10 2 4 52

42 37 62 67 72 79 67 67 65 69 62 79 768

75 104 105 145 79 71 112 78 107 21 79 146 1122

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

3 1 0 2 0 1 22 0 0 0 0 0 29

72 103 105 143 79 69 90 78 107 21 79 146 1092

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 16 20 25 19 14 18 18 11 10 21 21 210

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

1 1 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 6

16 15 20 24 19 12 14 18 11 10 21 21 201

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延件数 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

実人数 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

圏域型地域ケア会議開催件数 0 0 0 1 1 0 2 0 1 0 0 0 5

個別ケース型地域ケア会議開催件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ケアマネ相談件数（延件数）　C 28 16 26 43 32 35 34 31 28 35 18 29 355

サービス事業者相談（延件数）　D 12 14 11 18 12 6 14 10 21 11 8 16 153

医療機関との連携（延件数） 23 37 46 39 25 28 23 20 30 31 23 25 350

その他の機関との連携（延件数） 39 24 49 79 43 44 54 48 61 77 62 47 627

介護予防ケアマネジメント件数 53 54 64 65 58 57 60 60 62 61 61 59 714

内、業務委託件数 28 29 30 29 26 25 25 24 24 24 23 23 310

業務委託事業者数 6 6 7 7 6 6 6 6 6 7 6 5 74

介護予防支援事業件数 93 89 92 92 94 91 94 93 88 90 84 87 1087

内、業務委託件数 46 42 46 46 46 43 44 41 37 36 32 34 493

業務委託事業者数 10 10 10 10 10 10 9 9 8 7 7 7 107

認知症カフェ・出前相談の実施回数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
参加者数（ボランティアを含む） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
脳イキイキ教室の実施回数 0 0 0 0 0 2 2 2 2 0 0 1 9
参加者数（ボランティアを含む） 0 0 0 0 0 10 16 11 10 0 0 5 52
日高ロコトレ教室の実施回数 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 4
参加者数（ボランティアを含む） 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 14 34

認知症総合支援事業

認知症予防教室

一般介護予防

高麗川地域包括支援センター

計（電話・来所・訪問・文書）　A

電話

相談実人数

総合相談
事業

来所

訪問

文書

令和２年度 　事業実績表

困難事例

消費者被害

権利擁護
事業

相
談
件
数

計　B

延
件
数

成年後見制度

高齢者虐待

「やむを得ない事由」、「環境上・経済上の理由」

による入所措置（実人数）

日常相談
業務

第1号介護
予防支援
事業

その他
の連携

困難事例

消費者被害

計

実
人
数

成年後見制度

ケア体制の構築

高齢者虐待

（再掲）認知症に関連する総合相談

介護予防支援
実施状況

介護予防ケアマ

ネジメント

実施状況

指定介護
予防支援
業務

高

齢

者

虐

待

対

応

訪問調査に

至った件数

立入につなげた回数

包括的・継
続的ケアネ
ネジメント支
援事業



公益事業 

Ⅱ 障がい者就労支援センター                   【市受託事業】 

１ 障がい者就労支援センター 担 当 相談支援係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

１ 障がい者就労支援事業 

障がい者の就労の機会の拡大を図ると

ともに、障がい者が身近な地域において

安心して働き続けられるよう、就労の促

進を行うことにより、障がい者の自立と

社会参加を図ることを目的として、日高

市障がい者就労支援センター「えるむ」

を運営します。 

 

  ①職業相談 

  ②就労準備の支援 

  ③職場開拓 

  ④職場実習の支援 

⑤職場定着の支援 

  ⑥離職時の調整及び離職後の支援 

１ 障がい者就労支援事業 

就労支援員が、相談によるアセスメントを実施し、登録

による支援の可否などの見通しを確認、登録者に必要な情

報提供やアドバイス、職能判定、ハローワーク等への同行

支援による就職活動支援や、職場定着などの継続的な支援

を行いました。 

 （内容及び実績） 

 身体 知的 精神 他 計 

就労相談件数 211 285 698 110 1,304 

新規登録者人数 2 7 21 4 34 

一般就労人数 4 4 8 1 17 

就労継続支援 A

型事業所 
0 0 2 1 3 

就労準備支援件

数 
80 137 302 135 654 

職場実習支援件

数 
4 18 29 2 53 

職場定着支援件

数 
642 1,218 958 34 2,852 

生活支援件数 10 148 46 2 206 

職場開拓件数 58 

 

【令和２年度の総括】 

 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、新規

の就労相談が増えましたが職場見学、実習が制限されたた

め就労者は減少しました。定着中の方からの休職や離職の

相談対応も多く、途中、支援員が１名欠員となり増加する

ニーズに対応できなかったため、支援体制の見直しが課題

となっています。 



公益事業 

Ⅲ 生活困窮者等自立相談支援事業                 【市受託事業】 

１ 自立相談支援センター 担 当 相談支援係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

１ 生活困窮者等自立相談支援事業 

生活に困窮しているかたに、生活保護

の受給に至る前の段階で、自立に向けた

支援を行うことによって、課題がより複

雑化・深刻化する前に自立の促進を図る

よう支援します。 

 

(1) 相談支援業務 

 ①アセスメントによりプラン案の作成 

 ②支援調整会議の開催 

 ③無料職業紹介事業 

 ④職員の資質向上のための研修受講促 

 進 

 

(2) 地域づくり・地域連携業務 

   行政、関係機関、市民との連携を進

めます。 

①普及・啓発促進 

②新たな社会資源の検討・その他情報

の活用と連携 

③子ども食堂支援 

④生活の困りごとなどの出前相談 

⑤無料法律相談 

⑥フードバンク・フードドライブの実  

 施 

 

２ 生活困窮者就労準備支援事業【新規】 

  生活困窮者自立支援法に基づき、生活

困窮者に対して、就労に向けた準備とし

ての基礎能力の形成からの一貫した支援

を計画的に実施します。 

 

 

１ 生活困窮者等自立相談支援事業 

生活困窮者等の自立と尊厳の確保に向けた相談支援を

行いました。新型コロナウイルス感染症感染拡大による

減収などから困窮状態に陥る人（世帯）の相談が急増し

ました。 

（内容及び実績） 

相談実績 支援実績 周 知 

相談受付 473 調 整 1,406 出前相談 0 

申 込 37 相談支援 1,033  

 同行支援 28 

食糧支援 77 

 

【令和２年度の総括】 

・ 相談受付件数と支援実績については、新型コロナウ

イルス感染症感染拡大の影響による減収などから、昨

年度と比較して１～３倍に増加しています。相談の増

加に伴い、同行支援などは減少しています。 

・ これまで市役所や公民館で定期開催してきた、出前

相談については、中止としました。 

・ 無料法律相談については、４月～６月、令和３年１

月を中止としました。７月からの相談者の延べ人数は

23名です。 

・ コロナ禍における生活応援ということで、年末フー

ドパントリーを実施し、67世帯への食料提供を行いま

した。 

 

２ 生活困窮者就労準備支援事業【新規】 

  様々な理由により、社会参加へのブランクのある人に

対して、段階を踏んだ支援を行いました。 

 

【令和２年度の総括】 

 評価の段階での事業利用は７件です。いわゆるひきこも

りの相談については、家族から相談につながることがほと



 

 

３ 生活困窮者家計相談支援事業【新規】 

  生活困窮者自立支援法に基づき、家計

に課題を抱える生活困窮者に対して、必

要な情報の提供又は専門的な助言、指導

等を行うことにより、生活困窮者自身の

家計を管理する能力を高め、早期に生活

が再生されるよう支援します。 

 

んどですが、本人との相談に結びつかないことも多く、ま

た相談に至るまでに時間を要することも課題です。 

 

３ 生活困窮者家計相談支援事業【新規】 

 評価の段階での事業利用は 27件です。生活困窮者の多

くが家計に課題を抱えているため、初期相談の段階で把

握を行い、改善に向けた助言などを行ってきました。状

況により、弁護士への相談や、貸付へのつなぎを行いま

した。 

 

【令和２年度の総括】 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響による減収の

ある世帯に対しての特例貸付について、自立相談支援機関

の支援が要件となっているものもあり相談が急増しまし

た。また、要件が緩和されたことにより、これまでに利用

に結びつかなかった住居確保給付金の利用も 26 件ありま

した。 

特例貸付の終了後には、これまで以上の支援が必要とな

る相談者が増加することが予測され、今後は、より細やか

な支援が必要となります。 

 



公益事業 

Ⅳ 生活支援体制整備事業                     【市受託事業】 

１ 生活支援体制整備事業 担当 地域福祉係 

令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

１ 生活支援体制整備事業  

高齢者世帯や認知症高齢者が増加する

中、生活支援サービスを担う事業主体と

連携しながら、多様な日常生活上の支援

体制の充実・強化及び高齢者の社会参加

の推進を一体的に担っていくことを目的

として実施します。 

(1) 生活支援コーディネーター（第１層）

の配置 

生活支援コーディネーターを配置し、

多様な主体による多様な取組の調整業務

を行うことにより、地域における一体的

な生活支援等サービスの提供体制の整備

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 協議体の運営 

生活支援等サービスの体制整備に向

けて、多様な主体による多様な取組の

参画を進めるため、生活支援コーディ

ネーターと多様な活動団体等が参画す

る定期的な情報の共有・連携強化の場

として 設置された協議体を運営し

ます。 

１ 生活支援体制整備事業 

(1) 生活支援コーディネーター（第１層）の配置 

  ①生活支援コーディネーター会議 

   第１層、第２層コーディネーター間の情報共有を目

的としてコーディネーター会議を開催しました。（新型

コロナウイルス感染症感染拡大により８回開催） 

  ②地域居場所づくりの支援 

・地域おたすけ隊拠点探し 

  ③会議等参加（地域支援・団体支援・情報共有） 

地域支援等を目的として、各種会議に参加し、課題

把握や情報共有を図りました。 

・各地域おたすけ隊（４隊）会議 

・地域おたすけ隊コーディネーター会議（年３回） 

・ケアマネジメント支援型地域ケア会議(書面１回、

４回) 

・こま武蔵台福祉ネット定例会議(隔月) 

・傾聴ボランティア団体定例会 

・第２層協議体（武蔵台、高萩団地、日高団地、こ

ま川団地、原宿） 

・県社協から情報提供 

・近隣市町村の地域支え合い事業の情報交換（坂戸

市主催） 

  ④サロン等の集いの場への訪問 

   たかねサロン、こま武蔵台福祉ネットふれあいサロ

ン 

 

(2) 協議体の運営 

①第 1層協議体 

地域包括支援センター及び日高市長寿いきがい課と

協議しながら、第１層協議体を事務局として開催しま

した。（表１参照） 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、

協議体の開催中止の間、アンケートを実施しました。 

 



令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 担い手養成に向けた取組 

地域生活支援体制の構築に向けて、

区長（福祉委員）や民生委員などの関

係者に向けた事業周知及び協力の呼

びかけを強化します。 

   また、地域福祉の裾野を広げるた

め、担い手の確保を進めることを目的

とした養成講座を実施します。 

②資源マップの作成 

 これまでの協議体開催で見えてきた社会資源を地域

で支援する人を対象に QR コードを活用したマップを作

成しました。 

③日高市社協ホームページをリニューアル 

 体制整備事業と協議体などの周知を目的として日高

市社協ホームページに「第１層協議体」のページを増や

しました。 

④４市２町合同生活支援体制整備 

生活支援体制整備を推進していく協議体の在り方を 

学び、協議体の活性化を図るため、他市町村の取り組み 

を学び、情報共有を通じて生活支援体制整備事業と協議 

体役割について理解を深めるためオンラインでの会議 

の実施と、コロナ禍であっても地域とのつながりや活動 

の支援などに工夫をしてきた生活支援コーディネータ

ーの活動を報告書にまとめました。 

 

 報告書 ４市２町合同生活支援体制整備協議体報告

書～SCのコロナ禍での取り組み～ 

 作 成 飯能市、坂戸市、日高市、鶴ヶ島市、毛呂山

町、鳩山町の各市町生活支援コーディネー

ター、埼玉県社協 

 

(3) 担い手養成に向けた取組 

地域生活支援体制の構築に向けて、事業周知及び協力

の呼びかけを強化しました。 

また、高麗地区に地域おたすけ隊を設立するため、担

い手の確保を進めることを目的とした説明会や設立準

備会を実施しました。 

①事業周知関係 

・第１層協議体ダイジェスト版 

（社協ホームページ掲載） 

②担い手養成 

・地域おたすけ隊説明会（高麗地区区長会） 

 ・高麗地域おたすけ隊設立準備会 

 

[生活支援体制構築に関する取組等] 

①連絡調整 

 ・ガイドヘルプボランティア依頼調整 

 ・傾聴ボランティア依頼調整 

 ・運転ボランティア依頼調整 

②研修会等参加 

・生活支援コーディネーターブロック別連絡会議 

・プラチナ・サポート・ショップ説明会 

 



令和２年度事業計画・概要 事業実施結果・成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生活支援コーディネーター課題別研修 

③その他 

・武蔵台地区グリスロによる実証実験会議参加 

・ボランティアサポーター養成講習会見学 

・地域福祉フォーラムに協力（社協主催） 

・オンライン講座に協力（社協主催） 

 

【令和２年度の総括】 

 第１層協議体における協議を踏まえ、地域資源の把握と

周知を図るため、資源マップを作成しました。コロナ禍に

より地域の社会資源の状況が変化していることから、詳細

情報をインターネット上で更新、確認できるよう工夫しま

した。 

 また、新たな担い手の養成支援として、地域おたすけ隊

が設置されていない地区での立ち上げを支援し、準備を進

めています。 

 今後の第１層協議体の役割を整理し、市内における新た

な社会資源の開発や、課題解決のための連携の機会として

強化を図る必要があります。 

 

 

  



 

 

 

 

第 1 回 

日時 令和 2 年 10月 2 日（金）14:00～16:00 

場所 総合福祉センター「高麗の郷」生涯学習室 

出席者 

20 名：各地域おたすけ隊主任コーディネーター、民生・児童委員協議会会

長、自治会長、サロン代表、防災士、市民後見関係、NPO 法人たすけあい

日高代表、こま武蔵台福祉ネット代表、高齢者クラブ、生活クラブ生協、医

療生協さいたま、第 2 層生活支援コーディネーター 

テーマ コロナ禍でやってきたこと・どのように集まれるか 

主な内容 

・生活支援コーディネーター活動報告 

・アンケートの集計結果 

・活動が制限される中で、コロナ禍でも工夫をして実施した内容や感染対策

も含めどのようにしたら集まれるかをグループワーク 

・一つの手段としてオンラインの活用を知ってもらうため、グループワーク

の内容をオンラインで体験しながら共有 

第 2 回 

日時 令和 2 年 11月 19 日（木）14:00～16：00 

場所 生涯学習センター 視聴覚室 

出席者 

21 名：各地域おたすけ隊主任コーディネーター、民生・児童委員協議会会

長、自治会長、サロン代表、市民後見関係、NPO 法人たすけあい日高代表、

こま武蔵台福祉ネット代表、高齢者クラブ、生活クラブ生協、医療生協さい

たま、第 2 層生活支援コーディネーター 

テーマ マップについて 

主な内容 

・生活支援コーディネーター活動報告 

・マップ作成にいたるまでの経緯と今後作成するマップについて説明 

・インターネットを活用したマップのイメージを説明 

〔表１〕第１層協議体開催内容 


